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5 名の新会員が
加入
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毎年欠かさずに
開催
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総会は
13 年連続で快晴！�y
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先輩方のお話しが
楽しみ
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学園の強い絆を
実感
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近況やよもやま話に
花が咲く
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断捨離の話題で
大盛り上り
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大学院大学を
訪ねて
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マンハッタンで
女子会
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原田智津子 
（昭和 57 年／大食卒）

山口支部

城徳かをる
（昭和 41 年／短生卒）

愛媛支部

溝上智子 
（昭和 36 年／短生卒）

佐賀支部

山口圭子 
（昭和 57 年／大食管卒）

鹿児島支部

島袋節子
（昭和 41 年／短生卒）

沖縄支部

細田美也子  
(昭和61年／短大生活文化卒 )

ニューヨーク
支部

松嶋みどり 
（昭和 49 年／大被卒）

英国支部

常田明美
（昭和 41 年／大食卒）

鳥取支部

谷本淑恵
（昭和 54 年／大英卒）

岡山支部
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日時／ 6 月 16 日（土）（会場／桜会会館 1 階）
講師：山川和子氏　㈱モンテリビエ代表
テーマ　「人生の宝石（ビジョン）を見つける〜人生のあら
ゆる問題に毅然と立ち向かう自信とは〜」
＊講演会終了後の懇親会では、講師の山川和子氏を交え
て近くのお店で楽しいひとときを過ごしました。

会員外の方も大歓迎です。皆様のご参加を心よりお待ちしております。
●第１回セミナー　11 月 16 日 ( 土 ) （於：桜会会館）　
講師：実践女子学園中学校高等学校校長　嶋野恵子氏

●第２回セミナー　2 月 15 日 ( 土 ) （於：東京国立近代美術館） 
講師：東京国立近代美術館研究員　今井陽子氏
    ＊各セミナー終了後、会員相互の懇親会を催します。

●在学生向け就職相談会　10 月 19 日 ( 土 ) （於：日野大学校舎内　香
雪記念館２F）「ようこそ先輩　ようこそ後輩　“働く”を話そう！」
●卒業生のための就職相談会　毎月第 4 土曜日（於：桜会会館）にキャ
リアカウンセラーが親身になって再就職や就職のご相談に応じます。
＊なお 11 月は第 5 土曜日です。8 月 10 月 12 月はお休みです。気軽
に桜会事務までご予約ください。

「実践キャリアネット」は、この度 10 周年を迎えました。皆様のご支援、ご協力によるものと感謝申し上げま
す。これからも「仕事」をキーワードとし、世代・学部を超えた実践の仲間とキャリアアップのための勉強会、
在学生の就職に向けてのアドバイス等、同窓生の交流の場としてより充実した「キャリアネット」を目指してま
いります。現在職業を持っている方、近い将来に就職・再就職を希望する方、後輩のために自分の経験を役
立てたい方、メンバーになりませんか。是非、一度セミナー等に参加してみませんか。お待ちしております。

皆さまのご参加をお待ちしています

実践キャリアネット
2013 年度の活動報告・予定

キャリアネット総会後、講演会を開催

セミナー開催予定（最新情報はＨPをご覧下さいhttp://www.j-sakura.org）

●実践キャリアネット入会方法
入会申込はいつでも受け付けております。桜会事務局へ、ご連絡ください。
( 月曜〜土曜の 9 時 30 分〜 17 時、日曜、祝日を除く )。
TEL：03-3407-7459  FAX：03-3499-0835
＊ HP からも申込みができます。http://www.j-sakura.org

［年会費］2,000 円　（入会金は不要）
［振込先］みずほ銀行　渋谷中央支店 普通 1748354

	 実践ときわ会
	 　　　　　　　　  科会長：古藤 黎子

　4 月 21 日（日）、桜会会館にて総会を開催、

今年度の事業計画などが承認され、新年度がス

タート致しました。

年間行事

■初風緑さんが教える「楽しく作ろう美しい体！」

 日時／ 9 月 29 日（日）午後 1 時〜 4 時

 会場／実践桜会会館

 会費／ 500 円

■新・成人の会　2014 年 1 月 13 日（月・祝日）

　協賛

■ときわ会通信発行　年 2 回　

■ときわ会総会（2014 年 4 月 20 日　日曜日）

●連絡先：TEL&FAX  03-6761-2520 
( 古藤黎子 )

	 実践技芸科会　　　　　　　
　　　　　　科会長：中岡 久恵

　技芸科の卒業生は昭和 20 年で終了し、21

年からは被服科会となっております。人数が

減少しておりますが、お若い会員も勧誘して、

楽しく活動を続けて参りたいとつとめており

ます。

年間行事

■総会・懇親会・作品展示会：

 日時／ 25 年 4 月 25 日

 会場／渋谷エクセルホテル東急 6F

■会報：「技芸科会だより」45 号：

 8 月 1 日発行

■バザー手作り品製作：6 月 27 日

 （手さげ、エプロン、お手玉、アームカバー）

■古切手収集：古切手を集めて福祉に送って 
 います。

■定期講習会：会場　実践桜会会館

　ハーダンガー刺繍教室　毎月第 2 木曜日

　染色教室（楓会）　　　毎月第 2 火曜日

　編物の会　　　　　　　毎月第 3 金曜日

　日本刺繍（萌黄会） 毎月第 1・3 木曜日

●連絡先：TEL ＆ FAX　03-3307-6472

（中岡久恵）

 古切手を寄贈

 日時／ 12 月 15 日

■新年会

 日時／ H26 年 1 月 22 日

 会場／ハイアットリージェンシー東京

●連絡先　TEL&FAX　045-571-0213

（熊切冨子）

	 実践国文科会
	 　　　　　　　　　科会長：若松幸子

　会報誌「りんどう」を活動の中心とし、研

究、創作、鑑賞など、其々楽しんでいます

興味のある方は大歓迎です。

■ 総会　4 月 27 日

 記念講演会　文学部　棚田輝嘉教授

 「金子みすずの生涯と作品」優しい詩に溢れ 
 るみすずのこころに感動。

■ 東京寄り道文学散歩　6 月 8 日

　三島由紀夫の小説「橋づくし」の舞台となっ 
 た新富町・築地界隈散策。七つ橋跡巡りを 
 楽しんだ。

	 実践被服科会
	                           科会長：松岡久美子

　被服科会平成 24 年の活動も多くの方々に

ご参加を頂き終了、ご協力に感謝致します。

今年度の総会は実践桜会会館にて開催、奈良

女子大所属の山崎明子先生に下田歌子先生の

手芸論についての講演をお願い致しました。

明治の黎明期に女性統御の先端に立たれてい

た学祖の偉業を再認識致しました。

　今年も 3 事業を計画、既に 2 事業が終了し

ました。輝くひと欄にご紹介されていますよ

うに、今年、大川知子さん（平 2 大被卒）が大

学生活環境学科の准教授として着任されまし

た。卒業生の活躍は大変嬉しいことであり、

母校と卒業生の架け橋となって下さることで

しょう。なよたけをご覧になっている大学生

活環境学科、短大生活文化専攻 B をご卒業

の皆様、自分の所属する科会がないと感じて

いませんか？ご存知ない方も多いと思います

が、皆様は被服科会と繋がっています。ご入

会を歓迎致します。被服系卒業生の長い縦糸

を繋げて参りましょう。

年間行事

■総会・講演会

 日時／ 4 月 20 日（土）

 会場／実践桜会会館

 講演会「近代日本の手芸―下田歌子の社会 
 構想と手芸」＊終了しました

■講習会：つまみ細工と江戸蕎麦

 日時／ 6 月 19 日（水）＊終了しました

■ 鑑賞会：国立演芸場にて落語ほか鑑賞

 日時／ 9 月 19 日（木）＊終了しました

■見学会：美術館めぐりとランチ

　智美術館と大倉集古館を見学します

 日時／ 1 月 27 日（水）11：00
 集合場所／菊池寛実記念・智美術館入口

 参加費／ 5,000 円（昼食代込）

■会報誌発行

・歌ごろもニュース NO.17　6 月 1 日発行

・歌ごろも 22 号　12 月 1 日発行予定

■ときわ祭桜会バザー協力品製作

 日時／ 7 月 20 日（土）マカロンコインケー

 スを製作、桜会に寄贈しました。

●連絡先　TEL ＆ FAX　03‐3721 － 9378

（松岡久美子）

■会報誌「りんどう」　7 月 7 日発行

■京都１泊旅行　9 月 29 日〜 30 日　

　源氏物語宇治十帖の舞台、宇治を尋ね、船 
 上から浮き舟を偲び、平等院・三室戸寺等 
 見学の後、京都祇園泊。

■学祖祭献香　10月 8日（火）11：00〜

■原民喜評伝『花の幻』の作者に聞く

　日時・会場／ 11 月 1 日（金）13：00 〜　

　実践桜会会館　小野恵美子氏に「りんどう」

　連載中の逸話ほか

■ 狂言鑑賞会

　日時／ 12 月 14 日 ( 土 )13：00 〜　

 会場／国立能楽堂

■ 新年会

 日時／ 26 年 1 月 26 日 ( 日 )
 時間・会場は未定　　

■ 講習会・絵手紙の会　 実践桜会会館

 日時／第 3 日曜日　13：00 〜　

●連絡先：TEL　　045-543-3963

（若松幸子）

	 実践英文科会
	 　　　　　　　　　科会長：山内典子

　6 月 9 日（日）第 37 回総会後、大関啓子先

生に『中世ロマンス文学とケルト』と題して講

演をしていただきました。実践女子学園 PJ

研究下田歌子研究所所長でもある大関先生

	 実践家政科会
	 　　　　　　　　　科会長：熊切冨子　

　社会の進歩の激しさ速さに驚いております。

食物の卒業の方を受け入れる家政科会は、社

会の動きをどう見て活動するか大変な時に来て

いるように思います。企業でも女性の管理者を

多く採用、又、理系の女子大に焦点を当て始め

ている事は、一般女性も向上する努力が大事で

しょう。

　家政科会では、若い方達を応援しそのエネル

ギーを頂戴しながら共に向上を考えております。

　フランス料理講習会には、限定の人数ですが

助手さんを招待、学生さんは一部支援でお互い

に集まれる機会を作り、講演会、コンサートは

無料で参加でき、若い方が大変喜んで下さいま

す。特に田島学長の講話、昨年度の西島教授の

「食品の安心な選び方や扱い方」等の講義は古

い方達も再度勉強したいとのコールがありまし

た。家政科会は楽しくそして終生勉強を考えて

おります。

年間行事

■ バス見学会

　神奈川県立近代美術館葉山・山口蓬春美術館

　日時／ 4 月 24 日 8：00 集合〜 18：00

　（渋谷商工会議所前）

■家政科会たより　5 月 20 日発行

■ 家政科会 53 回総会

 日時／ 5 月 26 日　10：30 総会　11：00 学  

長講話　12：00コンサート（新学長をお迎  

えして）・（クラシックコンサート）

 会場／ホテルニューオータニ　　

■ 本多京子氏講演会＆懇親会

 「現代の私達の食生活を考える」

　〜健康寿命を如何にのばすか〜

　日時／ 6 月 23 日　13：00　参加費無料

　会場／学園 3 号館 5F　

■ フランス料理講習会

 日時／ 9 月 1 日　11：00
 会場／ウラクアオヤマ 

■ 福祉事業　福祉施設作業用エプロン縫製

 日時／ 9 月 25 日　10：30
 会場／実践桜会会館 1 階

　（材料及び昼食用意しております）

■ 観劇会・三越劇場

 「婦系図」昼の部

 日時／ 10 月 20 日

■ 歳末助け合いに寄付・海外医療協力会に

協力団体科会だより　活動報告＆今後の予定

は、歌子先生との英国での巡り会いについて

お話をされ、その後、ご専門の中世ロマンス

文学について映像を交えて講義して下さいま

した。

年間行事

■会報誌：「英文科会だより 2013」9 月発行

■ 見学会　11 月 13 日（水）

 はとバスツアー　八景島シーパラダイスなど

■ 新年会

 日時／ H26 年 1 月 26 日（日）

 会場／銀座“楼蘭”

■ 常設勉強会

 輪読会 A：第 2・第 4 金曜日 10：30 〜 12：30
 輪読会 B：第 1・第 3 金曜日 10：30 〜 12：30
 会場／実践桜会会館

★平成 26 年は、英文科創設 90 周年に当た

ります。そこで、その記念祝賀会を、新設の

大学渋谷校舎をお借りして、開催する予定で

す。

●連絡先：TEL&FAX　045-862-3744

（山内典子）

幹事一同、新・成人の会で

日本刺繍の会

メモリーネックレス制作 フランス料理講習会

東京寄り道文学散歩

山梨県立美術館にて
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事業部　実践桜会 国際交流基金奨学金給付生
　平成 25 年度選考委員会を 3 月に発足し、規程を基に奨学給付金と、
人数を決めました。25 年度の奨学給付金額及び人数は、24 年度と同
じとし、1 名につき月額 4 万円、年額 48 万円、人数は 4 名としました。
　理事会で承認を得てから、ホームページで一般公募するとともに、
昨年度応募者のあった大学にも募集をしました。今年度の、応募者は
106 名（15 大学院、14 大学、8 カ国）でした。第一次選考委員会（書類
選考）を 6 月 3 日（月）に、第二次選考委員会（面接選考）を 6 月 16 日（日）
に行い、4 名の奨学金給付生を決定しました。
　なお、選考委員は各役員選出母体から推薦された 5 名と、理事長、
常任理事 5 名、計 11 名で構成されております。
　本年度も交流会を 2 回開催いたします。第 1 回を 10 月 5 日（土）、
第 2 回を平成 26 年 3 月 1 日（土）に、桜奨学金給付生を交えて開催い
たします。
ご参加ご希望の方は、実践桜会にお申し込み下さい。

奨学金給付生 4 名を決定

　私は博物館を見てまわることが好きです。それで古代に残
された遺物と遺跡の保存と修復の研究について勉強するため
に日本に留学しました。今年から、東京学芸大学の F 類の文
化財専攻を勉強することができるようになりました。今も毎
週、先生の研究室で、遺物中の鉄の錆を取る作業をやってい
ます。日本の文化財の保存と修復の技術を身につけて、将来
自分の母国（中国）に帰って、この技術で母国の文化財・遺物と
遺跡を修復したいと強く思っています。

　私は 4 年前に日本にホームステイした経験があり、日本人
の勤勉さと生活に対する丁寧さを感じ、それで、高校卒業し
てから日本への留学を決定しました。大学では、金融関係の
専門知識を勉強しています。
　日本にいる間、国際的に視野が広がっていって、この世界
を認識しながら、自分自身に対して発見し、もっと良い人間
になりたいです。留学生として外国での一人暮らしは、未来
の私にとって、きっと貴重な経験になると思います。

呉　暁瓊　ゴ　ギョウケイ

中華人民共和国
東京学芸大学　1 年
教育学部環境総合科学課程　文化財科学専攻

楊　智氷　 ヤン　ツピン

マレーシア
中央大学　2 年
商学部　金融学科

　私は学部時代に国際教育学・異文化理解の授業を履修し、諸
地域の相互関係と影響がますます強まっていくこの世界をよ
り理解し、より良い生活と平和な国際関係のために東京外国
語大学で学ぶことを決意しました。
　歴史やステレオタイプが原因で、中日の学生が互いに誤解
を持ち、互いに理解し交流を行う機会が少ないのが現実です。
修士 2 年間は国際理解学に関する豊かな知識を学び、研究を
進めたいと考えています。将来は国際事業を行う機構または
NPO に就職したいと考え、中日留学生の友好交流、さらに両
国友好関係を促進するため、精一杯頑張りたいと思います。

　私はがんを治す夢を持ち、高校卒業後、中国の大学の医学
部に進学しました。そこで 2 年間勉強し、がん治療の鍵を握っ
ているのは抗がん剤であることを知り、医者より抗がん剤の
研究者になる方ががん治療に貢献できるのではないかと思い、
薬学研究が進んだ日本へ留学に来ました。日本で薬開発技術
を学んで、将来中国で研究室を組んで、中国国産の抗がん剤
ができるように力を尽くしたいと思います。

　私が実践女子学園での高校生活の中で学んだことが大きくわけて 3 つあります。それは
「責任を果たすということ」、「感謝の気持ちをきちんと伝えること」、「目標を常に持つこと」
です。月並みなことかもしれませんが、どれも深く考えるようになり、常に忘れないよう
にしようと心がけています。
　高校生活もあと 1 年を切ってしまいましたが、まだまだ吸収できることはたくさんあり
ます。残された高校生活の 1 日 1 日を大切に生活していきたいと思います。

万　幸　バン　コウ

中華人民共和国
東京外国語大学大学院　修士 1 年
総合国際研究科　地域・国際専攻

崔　夢僑　 サイ　ムキョウ

中華人民共和国
東京大学　2 年
教養学部理科 2 類 2 年（平成 26 年度 薬学部に進学）

桜奨学金給付生

大森　光　 

オオモリ　ヒカリ

日本
実践女子学園高等学校　3 年

児童文学の講義は二人の児童文学者が…

　本校大学と短大の児童文学の講義では、二人の児童
文学の実作者であり研究者がいらっしゃいました。一
人は福田清人先生（国際アンデルセン優良賞受賞・日本
児童文芸家協会会長）、もう一人は那須辰造先生（講談
社出版文化賞絵本部門、野間児童文芸賞審査委員、丸
善「世界の絵本展」企画協力、文化庁主催芸術祭能楽部
門審査委員長）です。児童文学に関心のある女子大生に
とっては、わくわくするような時間だったでしょう。
　講義以外にも、昭和 37 年から数年間、福田清人先生
が中心となり実践女子大学協力のもと、「児童文芸土曜
講座」（4 回、実践文学会・日本児童文芸家協会共同主催）
を行っています。学外の児童文学者や研究を知る機会
も講義以外に広がりました。

国内海外の児童文学や絵本に強い
那須先生を顧問に、会を発足

　卒業生のためのこの会は、在学中の「児童文学研究会」
の活動を、卒業後も続けるために、那須辰造先生のも
と 4、5 人のメンバーから始まったようです。国内外の
児童文学や当時話題になった大人の文学作品も含めて
読み、また創作を学んだとのこと。昭和 39 年（1964）5
月 9 日に読書会を行ったのをきっかけに、同年 10 月に
は同人誌「まつぼっこ」（まつぼっこの会）創刊号を発刊。
以後「松ぼっくり」「赤ずきん」「童」から現在の名前「童
の会」となり、通巻 65 号を発行されました。
　那須辰造先生ご自身の文学活動は幅広く、児童文学
の創作、解説、海外絵本の収集（丸善の「世界の絵本展」

には所蔵本の提供や、例えば未翻訳『ぞうのババール』
シリーズなど）や小説、仏詩の翻訳、句作や謡曲活動も
なさったそうです。那須先生の分厚い文学背景の視点
から、それぞれの会員の良さを引き出し、丁寧なご指
導をされたり、海外の現地で購入した貴重な絵本の閲
覧、また児童文学者を訪ねるなどの会の活動が行われ
たそうです。
　児童文学者で実践の大先輩、北畠八穂さんを那須先
生の紹介で訪問したことも。（写真上）
　那須先生の没年までの号には、先生が翻訳された海
外の詩が掲載。創作、文学作品研究や評論、詩など児
童文学の幅広さを示し、どこかエレガントさをも感じ
ます。先生の訳詩は没後、私家版『インキびん―少年少
女のために―』 が 1982 年に発行されました。

会員からのメッセージ～

　30 号（昭和 60 年）では、会員の菅家さんが那須先生の
言葉を載せています。＜女性が長生きする時代になり、
自分のライフワークを持っていなければ、その後の人
生がつまらないものになる。今いい作品が書けなくて
も、人生経験を積んで 40 歳過ぎによい作品が書ければ
いいのだから＞と。会員の活動分野は違いますが、児
童文学研究会「童の会」で得た言葉を次々と発して下さ
いました。少しご紹介いたします。＜人間を描く＞＜
作品のよい方向を探す＞＜一人の人物を育てる＞＜書
き直すこと＞＜現実に根ざしたファンタジー＞などな
ど、＜児童文学に関心のある卒業生は「童の会」に声を
かけてください。お待ちしています！＞
　作品に取り組む熱い心を感じました。

童 の 会
童話作家  茂市久美子さんも会員

昭和 39 年（1964）
（初の東京オリンピック開催年）に発足した

卒業生のための児童文学研究会

実践桜会会館を利用中の
サークルにお邪魔しました

鎌倉にて（昭和 39 年春）

「松ぼっくり」第 1 号
（昭和 44 年 1 月）

「赤ずきん」第 1 号（昭
和 44 年 9 月）
那須先生題字は 4 号
から

『おひさまやのテーブ
ルクロス』（茂市久美
子著　平成 24 年講談
社刊） 会員の皆さん
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学祖祭  10 月 8 日（火）

○護国寺墓参
○実践桜会会館にて祭壇を
設け参拝、下田歌子先生を
偲びます。
○国文科会との共催による
献香

総務部
●地区懇談会の報告
日時：9 月 7 日（土）
会場：仙台国際ホテル
＊人間国宝　山本邦山による「尺八に游ぶ」と題した
講演、コンサート
＊学園関係者、実践桜会及び仙台支部による懇談会
＊実践女子大学、短期大学後援会との懇親会

文化部
●実践桜会バザー開催
日時：10 月 26 日（土）・27 日（日）9：30 〜 15：30
会場：中高体育館内ギャラリーアリーナ
全国各支部の特産品、雑貨、科会・会員の皆様の手作り品
など沢山のご寄贈品が並びます。
皆様お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。
＊ご寄贈品の提供のお願い
受付：10 月 20 日 ( 日 ) まで
・鮮度を要する食品は 10 月 24 日（木）まで
・手作り品など 1 個からでも大歓迎です。
・記念品販売（オリジナルクリアファイル、お茶他）

●初春歌舞伎観劇会
日時：2014 年 1 月 12 日（日）
場所：国立劇場
演目：通し狂言「三千両初春駒曳（さんぜんりょうはるのこ
 まひき）」五幕
出演：尾上菊五郎、松緑、菊之助、中村時蔵他
・チケット代 1 万円（含お弁当、解説イヤホーン）
お申し込みは、実践桜会文化部へ
TEL　03-3407-7459
FAX　03-3499-0835

ホームカミングデーのお知らせ

○実践女子学園中学校高等学校（渋谷校舎）
　日　時：平成 25 年 10 月 27 日（日）
　　　　　9:00 〜 16:00（ときわ祭開催中）
　※ 歓迎セレモニー・懇親会 14:00 〜 15:00
　会　場：3 館 5 階会議室
　連絡先：実践女子学園中学校高等学校事務部
　住　所：〒 150-0011　渋谷区東 1-1-11
　　　　　TEL 03-4409-1771

○実践女子大学・短期大学（日野：大学校舎、短期大学校舎）
　日　時：平成 25 年 11 月 9 日（土）
　受　付：大学、短期大学校舎 10:00 〜（常磐祭開催中）
　懇親会：14:00 〜 16:00
　会　場：大　学：香雪記念館 2F 会議室（大学卒業生対象）
 短期大学：本館 401、402 教室（短期大学卒業生
 対象）
 ｢ 短期大学記念の集い－神明校舎　ありがとう、
 そしてさようなら－ ｣
　※ 平成 26 年 4 月から、大学の文学部・人間社会学部、
短期大学の文系学科は渋谷キャンパスで、短期大学食物栄
養学科は日野キャンパスで新たな出発をいたします。
平成 26 年 3 月以降、短期大学の神明校舎は取り壊す予定
です。この機会に是非お訪ねください。本年度は大学、短
期大学それぞれに懇親会を中心に開催いたします。
　連絡先：実践女子学園　総合企画部
　住　所：〒 191-8510　日野市大坂上 4-1-1
　　　　　TEL 042-585-8804

実践女子学園 PJ 研究所

●下田歌子研究所主催　交流談話会 第三回「歌子さんの集い」
　日　時：11 月 17 日（日）13:00 〜 15:00
　会　場：岐阜県恵那市岩村町　岩村振興事務所
　内　容：
　１．著作紹介「大陸における『新撰家政学』」関登美子（実
　　　践女子学園高等学校教諭）
　２．研究発表「母平尾房子について－『四十四日の記』と
　　　旅先からの手紙より」
　　　愛甲晴美（福生市立中央図書館嘱託職員）
　３．講演「ふるさと岩村に錦を飾った下田歌子－顕彰碑
　　　除幕式の『隋行記』より」
　　　鈴木隆一（実践女子学園岩村親善大使）

財務部
●会費納入のお願い
一般社団法人教育文化振興実践桜会の運営・活動は皆様の
会費によって支えられています。会費未納のかたは、振込
用紙にてゆうちょ銀行および実践桜会本部窓口でご納入願
います。また、下記の銀行口座をつかい、銀行振り込みも
ご利用ください。
　　　みずほ銀行　渋谷中央支店（１６２）
　　　口座　番号　普通　１１８９７９５
　　　一般社団法人教育文化振興実践桜会
なお、振込用紙がない場合は、実践桜会会館までご連絡く
ださい。TEL：03-3407-7459　FAX：03-3499-0835
＊いずれの場合も会員番号のご記入をお願い致します。

●食の風景プロジェクト研究所
　＜食の風景プロジェクト研究所展示会＞
　展示会「菓子の誘惑・外食の魅惑」
　日時：10 月 21 日（月）〜 11 月 2 日（土）11:00 〜 18:00
　           期間中休館なし
　会　場：香雪記念資料館
　内容：和菓子のデザイン帳、和菓子の木製型、飴の歴史、
　外食・菓子の報条
＜ワークショップ＞

「落雁を作りましょう」昭和初期までに使われていた木製の
菓子型をつかって作ります。
　会　場：実践女子大学　桜ホール２階
　20 名先着順、参加費無料、エプロンをご持参ください。
　申込先：食生活科学科　木川　℡ 042-585-8882

公開市民講座

本部
だより

学園
だより

 サークル名	 活動曜日	 主な内容

 アトリエ染花	 第１日曜日	 工芸・飾り花

 編み物の会	 第３金曜日	 工芸・編み物

 実践桜会囲碁教室	 第２・４月曜日	 囲碁

 英文輪読会Ａ	 第２・４金曜日	 英文学

 英文輪読会Ｂ	 第１・３金曜日	 英文学

 実践絵手紙の会	 第３日曜日	 絵手紙

 かえで（楓）会	 第２火曜日	 染色

 桂泉会	 月２回土曜日	 華道古流

 香友会	 不定期	 香道

 古典を読む会	 第２．４月曜日	 日本文学

 桜書道教室	 第１・３土曜日	 芸術・書道

 下田歌子先生の		  研究会：下田先生を
 著作を読む会	 第４日曜日	 広く知る

  山川園松筝曲教室	 月２回土曜日	 山田流筝曲

 童の会	 第１日曜日	 文学・児童の研究と創作

 十八の会	 第４月曜日	 懇親会

 ハーダンガーの会	 第二木曜日	 工芸・ハーダンガー 刺繍

 ビーズの会	 不定期	 工芸・ビーズ

 北欧刺繍に親しむ	 不定期	 北欧刺繍

 マンドリンクラブＯＧ会	 不定期	 音楽・マンドリン

 実香会	 第３土曜日	 香道

 萌黄会	 第１月曜日・第４木曜日	 日本刺繍

 日本ギャスケル協会	 第 1 又は第 3 日曜日（不定期）	 ギャスケルの研究

 日本バーナード・ショー協会	 不定期	 バーナード・ショーの研究

 ばらの会	 不定期	 手作りの会

実践桜会会館利用サークルのご紹介

2013.09 現在 / お問合わせは会館事務局へ

日　時	 テーマ	 講師
10 月 5 日（土）	 なぜ実践女子大学は「ダイバーシティを	 鹿嶋　敬
14：00 ～ 15：30	 始めたか～ジェンダー・ダイバーシティと	 （本学人間社会学部教授）
	 男女共同参画の近似性～
	 なぜ企業はダイバーシティに関心を	 アキレス美知子（NPO 法人
	 示すのか	 GEWEL 理事・前資生堂執行役員）
10 月 12 日（土）	 企業はどうダイバーシティを浸透させよ	 矢野章作（アステラス製薬株式
14：00 ～ 15：30	 うとしているのかーアステラス製薬の	 会社人事部ダイバーシティ推進
	 取り組み	 チームリーダー）
	 企業はどうダイバーシティを浸透させよ	 福岡藤乃（あいおいニッセイ同和
	 うとしているのかーあいおいニッセイ	 損害保険株式会社人事部ダイ
	 同和損害保険の取り組み	 バーシティ推進室長）
	 ディスカッション	 矢野章作、福岡藤乃、
		  鹿嶋　敬
10 月 19 日（土）	 政府はダイバーシティとどう取り組ん	 坂本里和（経済産業省経済
14：00 ～ 15：30	 でいるか	 産業政策局経済社会政策
		  室）
	 対談：ジェンダーダイバーシティが少子	 坂本里和、鹿嶋　敬
	 化など社会的難問を解決する

○ダイバーシティ社会の創造
　〜教育の場で、企業で、社会でそれにどうとりくめばよいのか〜

会場：実践桜会会館　入場無料、事前申し込み不要

日　時	 テーマ	 講師
	 「豊かな食生活を営むデザインとは」
10 月 26 日 ( 土 )	庶民の愛した江戸の前の味	 大久保洋子（前生活科学部
13：00 ～ 14：30		  長・元食生活学科教授）
	 食器の絵柄とおいしさ	 数野千恵子（食生活学科教
		  授）
	 「子育てを豊かにする生活のデザイン」
11 月 16 日（土）	 子どもの健やかな成長を促す家庭や保	 松田純子（生活文化学科准
13：00 ～ 14：30	 育での環境のあり方、子どもの発達段	 教授）
	 階に応じた家族や友だちとの関係の持	
	 ち方など、子育てを支援するデザイン	 高垣マユミ（生活文化学科
	 を提案します。	 非常勤講師）

○新しい日野キャンパスの構築に向けて
　〜暮らしのデザイン〜

会場：実践女子大学香雪記念館  大教室　入場無料、事前申し込み不要



　科         目	 当年度	 前年度	 増減
Ⅰ 資産の部
  1 流動資産
	 　現　　金	 496,411	 329,724	 166,687
	 　普通預金	 17,649,995	 18,871,402	 △ 1,221,407
	 流動資産合計	 18,146,406	 19,201,126	 △ 1,054,720
  ２ 固定資産			 
	 (1) 基本財産			 
	 　預金その他			 
	 　　普 通 預 金	 0	 13,070,757	△ 13,070,757
	 　　定 期 預 金	 27,966,601	 14,895,844	 13,070,757
	 基本財産合計	 27,966,601	 27,966,601	 0
	 (2) 特定資産			 
	 　実践桜会奨学特定資産	 12,250,000	 13,150,000	 △ 900,000
	 　国際交流特定資産	 58,200,000	 60,000,000	 △ 1,800,000
	 　退職給付引当資産	 904,568	 904,568	 0
	 特定資産合計	 71,354,568	 74,054,568	 △ 2,700,000
     (3) その他の固定資産			 
	 　定 期 預 金 等	 52,480,000	 51,170,000	 1,310,000
	 　減価償却資産			 
	 　　建　　　物	 68,486,583	 69,889,038	 △ 1,402,455
	 　　建物附属設備	 27,921,152	 29,950,496	 △ 2,029,344
	 　　什器備品等	 1	 80,189	 △ 80,188
	 その他固定資産合計	 148,887,736	 151,089,723	 △ 2,201,987
	 固定資産合計	 248,208,905	 253,110,892	 △ 4,901,987
	 資産合計	 266,355,311	 272,312,018	 △ 5,956,707

　科     目	 当年度	 前年度	 増減額
Ⅰ 一般正味財産増減の部			 
  1. 経常増減の部
	 （1）経常収益
	 　基本財産運用益	 18,585	 43,248	 △ 24,663
	 　特定資産運用益	 48,314	 183,357	 △ 135,043
	 　受取入会金	 12,990,000	 14,060,000	 △ 1,070,000
	 　受取会費	 13,586,000	 14,552,000	 △ 966,000
	 　事業収益	 5,846,241	 4,702,153	 1,144,088
	 　受取寄付金	 4,281,921	 2,158,888	 2,123,033
	 　雑収益	 763,446	 12,644,201	 △ 11,880,755
	 　経常収益計	 37,534,507	 48,343,847	 △ 10,809,340
	 （2）経常費用
	 　事業費	 33,471,714	 28,941,000	 4,530,714
	 　管理費	 10,717,694	 18,831,936	 △ 8,114,242
	 　経常費用計	 44,189,408	 47,772,936	 △ 3,583,528
	 当期経常増減額	 △ 6,654,901	 570,911	 △ 7,225,812
  ２. 経常外増減の部
	 （１）経常外収益
	 　経常外収益計	 0	 0	 0
	 （２）経常外費用
	 　固定資産除却損	 28,158	 9,893,818	 △ 9,865,660
	 経常外費用計	 28,158	 9,893,818	 △ 9,865,660
	 当期経常外増減額	 △ 28,158	 △ 9,893,818	 9,865,660
	 当期一般正味財産増減額	 △ 6,683,059	 △ 9,322,907	 2,639,848
	 一般正味財産期首残高	 115,347,649	 124,670,556	 △ 9,322,907
	 一般正味財産期末残高	 108,664,590	 115,347,649	 △ 6,683,059
Ⅱ 指定正味財産増減の部
	 基本財産運用益	 18,585	 43,248	 △ 24,663
	 特定資産運用益	 48,314	 183,357	 △ 135,043
	 一般正味財産への振替額	 △ 2,766,899	 △ 226,605	 △ 2,540,294
	 当期指定正味財産増減額	 △ 2,700,000	 0	 △ 2,700,000
	 指定正味財産期首残高	 101,116,601	 101,116,601	 0
	 指定正味財産期末残高	 98,416,601	 101,116,601	 △ 2,700,000
Ⅲ 正味財産期末残高	 207,081,191	 216,464,250	 △ 9,383,059

30 31

【総務部】
1）定時総会、臨時総会、理事会 15 回、常任理事打合せ会
10 回、委員会 2 回
2）9 月 8 日　大学・短期大学後援会 / 実践桜会 共催
公開市民講座　地区支部との懇談会開催（新潟）
3）10 月 6 日　学祖祭：護国寺墓参及び香雪記念室内
祭壇参拝　実践桜会会館内祭壇設置参拝、国文科会による
献香
4）入学、卒業祝記念品贈呈（大学院・大学・短大・高校・中学）
5）その他学園等の行事に参加
6）11 月 10・11 日　大学・短大「常磐祭」に参加
7）各支部・各科系列主催の講演会等に随時参加
8）事務局運営
9）協力団体への助成事業

［総務部―会員部］
コンピューターによる会員サービス事業（名簿管理）

［総務部―会館管理部］実践桜会会館・日野分室の点検、整
備、営繕

（1 年点検後、修繕個所あり）

【事業部】
１）学園助成金贈呈（5 月 19 日）
２）実践桜会奨学基金給付：大学・短大・高校各 1 名計 3 名給
付
３）実践桜会国際交流基金給付：4 名（奨学生交流会実施 10
月、3 月）
４）社会活動助成金支給：学園関係 1 団体、12 支部、5 科会、
他 1 団体
５）大学・短大「常磐祭」へ協賛金支給・桜会賞贈呈
６）結婚相談（第 2、第 4 土曜日）
７）生涯学習活動支援

８）貸室業務
９）実践桜会所蔵図書の貸出及び整備・購入

【文化部】
・実践桜会バザー開催（実践女子学園中高体育館
ギャラリーアリーナ会場にて）10 月 27 日（土）28 日（日）
・ 初春歌舞伎観劇会開催（国立劇場）（H25 年 1 月 14 日）
・ 記念品販売（オリジナルクリアファイル、お茶他）

【広報部】
1）「那与竹」第 75 号発行（4 月 1 日）
2）「なよたけ情報版」№ 18 発行（10 月 1 日）
3）実践桜会公式ホームページ管理・運営

【キャリアネット】
１）運営委員会　毎月 1 回　開催
２）総会と講演会　（6 月 16 日）　「仕事と育児（人生）どち
らも素敵　〜ワーク・ライフ・バランス〜」
講師：たけなが  かずこ氏　ﾏｻﾞｰﾘﾝｸﾞ＆ﾌｧﾐﾘｰﾅｰｼﾝｸﾞ研究所
所長、一般社団法人日本医療接遇協会理事長
３）セミナー開催
・11 月 17 日　「働き続けるための戦術を身につける！〜百
貨店系、商社系、外資系で得た 35 年間のキャリア〜」　
講師：オットージャパン㈱執行役員　小西　淑子氏
・2 月 23 日　「アロマと暮らす。しなやかに生きる。わた
しの“Speciality”はなに？キャリアとライフワークをつなぐ
ために」　
講師：Stilla アロマテラピースクール主催　富田　ゆか氏
４）在校生就職支援相談会開催（10 月 20 日）　「ようこそ先
輩、ようこそ後輩　“働く”を話そう！」
５）卒業生のための就職・転職相談会開催（毎月第 4 土曜日）

平成 24 年度事業報告 財務部報告

	 月	 件数	 人数
	 4	 　33	 　350
	 5	 　31	 274
	 6	 　42	 　396
	 7	 　26	 　211
	 8	 　11	 　 80
	 9	 　38	 　312
	 10	 　29	 217
	 11	 　45	 452
	 12	 　24	 　220
	 1	 　27	 　207
	 2	 　33	 　267
	 3	 　32	 　244

平成 24 年度会館利用状況
（平成 25 年 3 月 31 日現在）

合計  371 件   3230 名

貸借対照表
平成 25 年 3 月 31 日現在

正味財産増減計算書
平成 24 年４月１日から平成 25 年３月 31 日まで

平成 25 年度予算書（正味財産増減計算書）
平成 25 年４月１日から平成 26 年３月 31 日まで

第 51回三七会

大食S41卒クラス会

（単位：円）

（単位：円）

　科     目	 予算額	 前年度補正予算額	 増減
Ⅰ 一般正味財産増減の部
  1. 経常増減の部
  （1）経常収益
	 基本財産運用益	 28,000	 28,000	 0
	 特定資産運用収益	 72,000	 72,000	 0
	 受取入会金	 14,000,000	 13,700,000	 300,000
	 受取会費	 13,700,000	 13,200,000	 500,000
	 事業収益	 6,700,000	 6,610,000	 90,000
	 受取寄付金	 1,500,000	 1,500,000	 0
	 雑収益	 600,000	 600,000	 0
	 経常収益計	 36,600,000	 35,710,000	 890,000
  （２）経常費用
	 事業費	 31,965,000	 35,115,000	 △ 3,150,000
	 管理費	 12,605,000	 12,555,000	 50,000
	 経常費用計	 44,570,000	 47,670,000	 △ 3,100,000
	 当期経常増減額	 △ 7,970,000	 △ 11,960,000	 3,990,000
２．経常外増減の部
  （１）経常外収益
	 経常外収益計	 0	 0	 0
  （２）経常外費用
	 経常外費用計	 0	 0	 0
	 当期経常外増減額	 0	 0	 0
	 当期一般正味財産増減額	 △ 7,970,000	 △ 11,960,000	 3,990,000

（単位：円）

　科         目	 当年度	 前年度	 増減
Ⅱ負債の部
  1 流動負債			 
	 　未　払　費　用	 2,111,893	 0	 2,111,893
	 　前　受　金　	 3,756,000	 3,758,000	 △ 2,000
	 　預　り　金	 21,659	 15,200	 6,459
	 流動負債合計	 5,889,552	 3,773,200	 2,116,352
  2 固定負債			 
	 　入会予納金	 52,480,000	 51,170,000	 1,310,000
	 　退職給付引当金	 904,568	 904,568	 0
	 固定負債合計	 53,384,568	 52,074,568	 1,310,000
	 負債合計	 59,274,120	 55,847,768	 3,426,352

Ⅲ正味財産の部			 
  1 指定正味財産			 
	 　寄　付  金	 98,416,601	 101,116,601	 △ 2,700,000
	 指定正味財産合計	 98,416,601	 101,116,601	 △ 2,700,000
	 （うち基本財産への充当額）	 （27,966,601）	 （27,966,601）	 0
	 （うち特定資産への充当額）	 （70,450,000）	 （73,150,000）	 △ 2,700,000
  2 一般正味財産	 108,664,590	 115,347,649	 △ 6,683,059
	 （うち基本財産への充当額）	 （0）	 （0）	 0
	 （うち特定資産への充当額）	 （0）	 （0）	 0
	 正味財産合計	 207,081,191	 216,464,250	 △ 9,383,059
	 負債及び正味財産合計	 266,355,311	 272,312,018	 △ 5,956,707

（単位：円）



♥結婚相談室♥
相談日：原則として毎月第 2、第 4 土曜日
　　　　10：30 〜 16：00
休室：8 月第 2 土曜日、10 月・12 月第 4 土曜日
特別相談日：10 月第 3 土曜日、11 月第 4 土曜日（祝日）
会場：実践桜会会館
入会資格：本校卒業生及び卒業生のご紹介の心身共に
健康な男女
入会金：２万円、その他書類代として１千円
入会時にお持ち頂くもの：入会ご希望の本人自筆の履歴書、
写真５枚（本人のみ、スナップ可）
☆秘密厳守で評判の良い相談室です。
☆詳細は相談日にお問い合わせ下さい。
連絡先：TEL 03-3407-7459（実践桜会会館）

ハーダンガー刺繍教室
　ハーダンガー刺繍は、布目を拾って糸を渡し、繊維を
カットして、ステッチをかけていくだけの簡単な手法で、
お若い方から上は９０才、花びん敷から壁掛、テーブル
センター、ピアノ掛とお好みの作品を楽しんでいます。
教室内は、夫々の色どりやデザインで、とても華やいで
おります。どうぞご覧になってください。
講習日：毎月第 2 木曜日 11 時から 3 時
会　場：実践桜会会館　104 号室
講　師：坪井初代先生
会　費：１回　1,500 円
持参品：あれば先の切れる小鋏
材　料：針、糸その他材料は教室で準備します。

実践桜会囲碁教室 
―囲碁はボケ予防の妙手―

「囲碁はボケ予防の妙手」という本を読みました。これは

医者が、囲碁が
ボケにどのよう
に関わっている
かをまとめた本
です（金子満雄／
河出書房新社／
2,000 円 ）。 実 際
に囲碁によって
ボケが良くなる
実例があります。年を重ねたら囲碁を楽しみ、右脳（囲碁
は右脳を使う）を活性化し、質の高い生活を送りたいもの
です。皆様は、ボケなど無縁の方々でしょうが、備えあれ
ば憂いなし。さあ始めてみましょう。アマ６段の柳川先生
が、優しく指導してくださいます。卒業生のご参加をお待
ちしています。（S.M）
教室開催予定日時
10/21、10/28、11/11、11/25、12/9、12/16、
1/20、1/27、2/10、2/24、3/10、3/24、13：00 〜 16：00
会　費：一回　1,000 円
教　室：実践桜会会館
講　師：柳川正興（アマ６段）
連絡先：TEL 03-3407-7459（実践桜会会館）

実践桜会会館・貸室のご案内
　明るい新会館をクラス会、サークル活動、各種打ち合
せ等にお気軽にご利用ください。詳細は実践桜会事務局

（TEL:03-3407-7459）へお問い合せください。

告　知　板

会費納入のお願い　 
実践桜会は皆さまの会費で運営されています。年会費 2,000 円の納入をよろしくお願いします。
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［編集後記］
●5月に始めた「なよたけ情報版No.19」の製作が大詰を
迎えた9月初め、2020年オリンピック東京開催決定のニュー
スが入り、震災後沈みがちだった日本に活気が出てきました。
これが震災復興支援につながることを期待します。ご執筆く
ださった皆様、ご協力くださった方々に厚く御礼申し上げます。
（YT）
●会員の皆さまとのコミュニケーションをもっと深めたいと、
今回、関西支部をお訪ねしました。支部の皆さまと親しくお話
をさせていただく中で、学園に対する愛着、みなぎるパワー
に圧倒されました。｢輝く人 ｣にご登場いただいた女優の渡辺
美佐子さんのように、私も輝き続ける人でありたいと思います。
また、代議員制など時代の変化に対応していく大切さも痛感
しました。（ST）

輪読会 日本ギャスケル協会

柳川先生による個別指導
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下田歌子著『家政學』（明治 26 年
4 月 28 日発行）に寄せられた序文

平成25年
  4/6（土） 	 春季委員会（於：渋谷）
  5/19（日）	 定時総会・懇親会
　　　　　	 （於：セルリアンタワー東急ホテル）
  6/12（水）	 法律相談スタート
  6/15（土）	 実践キャリアネット総会
  8/9（金）～ 8/18（日）
	 実践桜会会館夏期休館
  9/7（土） 	 公開市民講座、地区懇談会開催
　	 （大学・短期大学後援会 / 実践桜
	 会共催）於：仙台
10/ 初旬  	 「なよたけ情報版」№ 19 発行
10/5（土）	 秋季委員会（於：渋谷）
10/8（火）	 学祖祭（於：実践桜会会館）・
	 護国寺墓参
10/19（土）	実践キャリアネット在学生支援	
	 （日野）
10/26（土）・27 日（日）
	 実践桜会バザー（中高ときわ祭）
11/9（土）・10（日）
	 大学・短大「常磐祭」参加
11/16（土）	 実践キャリアネット第 1 回セミナー
12/7（土） 	 臨時総会
12/26（木）～ 1/5（日）
	 実践桜会会館冬期休館

平成26年
  1/12（日）	 初春歌舞伎観劇会
  1/13（月）	 祝・成人の会
  2/15（土）	 実践キャリアネット第 2 回セミナー
  4/ 初旬   	 「那与竹」第 77 号発行
  5/18（日）	 定時総会・懇親会
	 （於：セルリアンタワー東急ホテル）

実践桜会行事日程


